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インドに続け！ブラジル大統領選挙で経済好転？
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インドの主要株価指数推移

＊2014年1月1日～7月31日
＊年初を0とした場合の変動値

ルセフ大統領に対する支持率推移

（出所）S&P BSE SENSEX （出所）CNI-IBOPEのレポートに基づきGSAM作成

２０１４年も残すところ5ヵ月足らずとなりました。今年１月の読得では「2014年注目の
イベント！」と題して各成長国の主要イベントをご紹介しました。

５月のインド総選挙では、ナレンドラ・モディ氏率いる最大野党のインド人民党 (BJP)が圧
勝し、１０年ぶりの政権交代となりました。新政権への期待から株価は上昇したほか、政権が
安定したことで、経済改革も断行できるとして消費者心理が好転。６月の国内自動車販売台数
は前年同月比で約７％増と１９ヵ月ぶりに前年実績を上回りました。このほかにもハイテク関
連や医療分野などへの外資導入、保険分野における外資の出資上限の引き上げなど改革への期
待も高まっています。

一方ブラジルでも１０月に大統領選挙が行われ、現職のルセフ大統領を含む複数の候補者で
争われる予定です。ルセフ大統領は経済の成長鈍化に加え、公共サービスや交通インフラの整
備に対する国民の不満から、支持率が低下しています。対する他の候補者は、構造改革による
経済へのテコ入れを訴え、国民からの支持を集めつつあります。例えば、最有力対抗馬のネべ
ス氏は、インフラ事業を民間に開放することで、インフラ整備を促進させ、国民に人気の高い
社会福祉プログラムを犠牲にすることなく、歳出を抑制していく政策を掲げています。また、
候補者の一人が不慮の事故に遭ったことで、共闘している元環境相のシルバ氏が立候補すると
の見方もあり、波乱含みの形相となっています。

仮に政権交代が実現すれば、インドのように投資家からの期待が高まるかも知れません。
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